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                                                          令和７年２月１７日　No.３ 

 

 

          令和７年度　第３回学校運営協議会報告 

 

      さる１月２４日（金）に、今年度最後の学校運営協議会が会議室にて行われました。　

　  今回は主に学校評価についての振り返りやそれを受けての今後の課題等の話合いが行われ

    ました。話合いで出た意見を、一部ですが報告させていただきます。 

 　　　

　 　・地域で会ったときに挨拶をしてくれる。知らない人への挨拶は、指導が難しい。 

　　・片付けについては、保護者は家庭での児童の様子を見て回答しているため、低い評価に

　　　なっている。 

　　・学校は片付けについては、しっかり指導をしている。家はリラックスする場所でもある

　　　ので、同じようにやるのは難しいのかもしれない。　　 

　　・卒業したり、社会に出たりしたときに、学校の指導が生きてくる。大人は長い目で見守

　　　る必要がある。 

　　・目標に向かって頑張る子になってほしいというのが、親の願い。 

　　・多読賞、親子読書、友達に本の紹介など、本に向き合う取り組みがあると、読書をする

　　　きっかけとなる。学校では親しむ機会を作っている。 

　　・子どもとの会話はとても必要である。 

　　・周りの大人が、子ども達の小さなサインを見逃さないようにする。 

　　・アンケートの結果を見ると、相談体制がしっかり

　　　している。 

　　・「楽しく学校生活を送っている」が子どもだけ低

　　　いことが気になる。　 

　　 ・学校で何かあったときは、子ども達の声のトーン

　　　や機嫌などで親が察知するようにしている。 
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　1／２９（水）に羽西っ子サポーター感謝の集いを行いました。６名の羽西っ子サ

ポーターの方に参加していただきました。一人一人自己紹介をしていただき、「ありが

とうカレンダー」、「ありがとうの花」の歌のプレゼントを贈り、感謝の気持ちを伝え

ました。

     羽西っ子サポーター感謝の集い

代表で交通指導員でもある

大塚様から挨拶をいただき

ました。

各学年の代表がプレゼント

の「ありがとうカレンダー」を渡

しました。


